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第12回鎌倉市本庁舎等整備委員会
資料

令和５年（2023年）４月

資料３
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ビジョン －基本理念ー

市庁舎現在地利活用のイメージ

基本構想の振り返り
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検討の基本方針 ～ 公共機能と民間機能

• 公共施設として必要な機能とスペース（規模）を確保することを最優先とする。

• その上で、余剰面積について民間事業者の活用の可能性を検討する。

整備可能な
最大面積

中央図書館

ギャラリー

ホール

行政サービス

その他

共用部

集会室等

民間が活用
できる面積

ステップ１
（敷地条件確認）

ステップ２
（公共施設）

ステップ３
（民間施設）

公共施設として必要な機能・スペースの確保が最優先

それぞれに必要な性能・スペースを確認する

■考慮する項目例
中央図書館：蔵書数、閲覧席数、開架／閉架割合、歴史的公文書
ホール：座席数、楽屋数
窓口：配置する職員数、対応する手続・相談の種類

余剰面積の範囲で公共機
能との親和性などを考慮し、
誘導可能な機能を検討する

公共施設の
面積の積上
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中央図書館

鎌倉学習センター（きらら鎌倉） 福祉センター

論点①：導入機能・相乗効果

• 上位計画及び基本構想を踏まえると、市庁舎現在地には、「中央図書館機能、ホール機能、ギャラリー機能、行
政サービス機能、その他公共機能（防災機能など）」の導入を前提とする。下図は、これらの整理イメージ。

• これに加えて、鎌倉生涯学習センターの「集会室等機能」の導入も加えて検討する。

• その他公共機能として、「歴史文化観光情報発信」、「NPO拠点」、 「わかたま」などの導入を検討する。

• ビジョンの具体化・複合化の相乗効果を検討する。

新庁舎 深沢市庁舎現在地 地域拠点校（未定）

本庁舎
機能

ホール・
楽屋

ギャラリー

ホール
機能

ギャラリー
機能

集会室
等機能

本庁舎
機能

和室

美術
創作室

音楽室

中央
図書館
機能

行政サー
ビス機能

その他公
共機能

貸室・会
議室

多世代
交流
機能

名越やすらぎCなど

名越やす
らぎCなど

学校

社会
福祉
協議会

集会室
１～７

わかたま

NPO
センター

デイサービス
（民）

C：センターの略
（以下同じ）

※

※成年後見C、基幹相談C、二千人
雇用C、未病Cなどの機能（委託
事業スペース）や発達支援室など
の事務スペース

※成年後見Cは、社会福祉協議会と
の近接維持

深沢行政C

支所
機能

図書館・
学習C
機能

消防
機能

（防災機能）

図書館
機能

中央
図書館

学習C
機能

（広場等）

（自習スペース）

ビジョンの具体化・複合化の相乗効果・市民利用の中心
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• 鎌倉市公共施設再編計画（平成27年（2015年）３月策定）では、生涯学習センター等について、平成65年度までに市
内７館から２館に再編する方針が示されている。

• 更に、鎌倉生涯学習センターの機能のうち、集会室、調理実習室、音楽室、和室、美術創作室は、地域拠点校へ複合化する
方針が示されている。地域拠点校への複合化は、施設間で類似する集会等の機能を整理し、多世代交流スペースとして集約
し、効率的な施設整備を目指すものである。

• 本事業において、鎌倉生涯学習センターの集会室等機能を市庁舎現在地で図書館機能や生涯学習機能と複合化すること
により、地域拠点校の整備で目指す効果と同様に複合化によって、効率化を図ることが可能である。

• なお、図書館機能については、図書館ビジョンにおいて「市民参画･協働の図書館」「図書館での活動を通し、必要な情報を発
信し、さまざまな世代が交流できる場」など、多世代交流が目指されていることを踏まえると、図書館と集会室等の複合化によっ
て、多世代の交流を促進し、機能連携による相乗効果を生み出すことも可能である。

多世代交流の場 美術系の活動音楽・演劇系の活動

集会室等機能

論点①（続き） 鎌倉生涯学習センターの集会室等機能の市庁舎現在地での複合化について

以下の理由から、集会室等機能についても、市庁舎現在地に導入する

• 加えて、市庁舎現在地は地域拠点
校の候補である御成小学校に隣接
しているので、地域拠点校で目指し
ている、学校（児童）との連携によ
る多世代交流の場として活用するこ
とも可能である。

• また、鎌倉市公的不動産利活用
推進方針（平成30年（2018
年）３月策定）では、「鎌倉地域
における公共施設の再編による付
加価値の創出」とし、市民の生涯
学習、活動の拠点化の効果もイ
メージの上、市庁舎現在地の利活
用の基本方針を定めている。

中央図書館機能 ホール機能 ギャラリー機能

集会 音楽 創作

披露 披露

日頃の活動

集会室等機能と他機能の相乗効果のイメージ
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蔵書数 約 28万冊

論点②：規模

• 機能性や提供サービスを踏まえて、規模をどうするか。

• 複合化による効率化、複合施設のあり方による面もある（右図参照）。

• 下表は、現状の施設について。

• その他に、防災機能や外部空間も関係。

現在の鎌倉市中央図書館

諸室名 床面積[㎡]

一般コーナー 約 575

児童コーナー 約 143

ブラウジングコーナー 約 56

AVコーナー 約 58

書庫 約 314

閲覧席数 （133席）

その他 （記載なし）

延床面積 約 2,576㎡

（出典：鎌倉市公共施設再編計画）

（出典：鎌倉市の図書館）

1万冊当たり面積 約 93㎡

現在の鎌倉生涯学習センター

機能名 室名 床面積［㎡］

集会室

第１集会室（１F） 約 42

第２集会室（２F） 約 18

第３集会室（３F) 約 29

第４集会室（３F） 約 37

第５集会室（３F） 約 85

第６集会室（４F） 約 96

第７集会室（４F） 約 48

音楽室（２F） 約 104

和室（３F） 約 96

美術創作室（４F） 約 108

その他 わかたまコーナー 約 18

ホール（楽屋、ホワイエ等含む） 約 956

ギャラリー（倉庫、ロビー等含む） 約 616

延床面積 約 5,075㎡

（出典：施設HP、実測）

（出典：鎌倉市公共施設再編計画）

現在の各支所（専有部）

施設名 床面積[㎡]

腰越支所 約 367

深沢支所 約 366

大船支所 約 330

玉縄支所 約 304

（出典：鎌倉市公共施設再編計画）

NPOセンター
（第２分庁舎）

延床面積 約 119

（出典：本庁舎機能更新に係る
基礎調査報告書）

A
施設

共
用
部

B
施設

A
施設

B
施設

共用部で明確に区分 共用部を減らし最大限効率化

防災機能
広場
アクセス

(駐車場等）
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令和５年度の到達目標 ～ 市庁舎現在地の利活用に関する基本計画の策定

• 基本計画を早期に策定する。

• 主な検討事項と検討方法は以下のとおり。

• 施設計画（ハード）に関する検討と事業手法（ソフト）に関する検討に分かれている。

基本計画において定める主な事項 主な検討方法

①導入機能
公共

• 公共施設として整備する機能（特に図書館、市民ギャラ
リー、ホール、窓口以外に導入するか） • 既存施設調査、上位計画整理、事例調査

• 関係課協議
• 複数案の比較検討

民間 • 積極的に誘導する民間機能

②施設規模（主に公共施設） • 機能ごとの面積、公共施設の延床面積

③複合化の方針

施設
• 公共施設同士の複合化の方針
• 公共施設と民間施設の複合化の方針 • 事例調査、民間事業者ヒアリング

• 関係課協議
• 複数案の比較検討運営

• 公共施設同士の事業連携の方針
• 公共施設と民間施設の事業連携の方針

④提供サービスと利用イメージ
• 市民へ提供する公共サービスの内容
• 各スペースの使い方のイメージ

• 事例調査、市民対話
• 関係課協議

⑤配置計画
• 既存施設の活用有無、公共施設と民間施設の合築有無
• 広場空間の規模と配置、駐車場台数

• 複数案の比較検討

⑥建築計画
• モデルプラン（標準的なプラン）の作成
• フロア構成、平面計画、断面計画、立面計画

⑦構造計画 • 重要度係数、制震／耐震／免震
• 事例調査
• メリット・デメリットの比較検討

⑧環境計画 • ZEB、省エネ・創エネ

⑨防災計画 • 災害時の対応方針、必要諸室、物資

⑩事業費概算 • 整備費、維持管理費、運営費、借地料など
• 事例ベースに算出、必要に応じて見積徴収
• 借地料は不動産鑑定を実施予定

⑪契約スキーム • 従来方式／DBO／PFI／定期借地、VFM、リスク分担
• 事例調査、事業手法の定性評価・定量評価、民間
事業者ヒアリング

• 複数案を比較検討

⑫民間の業務範囲 • 指定管理の導入有無と導入範囲 • 関係課協議、事業者ヒアリング

⑬運営体制 • 指揮命令系統、直営部分の一体的体制 • 関係課協議、事業者ヒアリング

施
設
計
画

手
法
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スケジュール案

• 推進本部（庁内）の検討を踏まえ、次回の整備委員会を目途に導入機能と施設規模及び複合化の方針を整
理する。その後、提供サービスの検討と施設計画の検討を進め、9月末を目途に概算を算出を目指す。

• 基本計画は８月末時点で素案の前編を作成するなど、可能な限り早期に情報を固めることを目指す。

R4年度 R5年度

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

施設計画

事業手法

市民対話 実施

推進本部 #1 #2 #3 #4 #5 #6

整備委員会 #1 #2 #3 #4 #5

基本計画
作成

導入機能・
施設規模・
複合化方針

配置計画・建築計画
構造・環境・防災

サービス・使い方

概算・工期

手法整理・
定性評価

事業者ヒアリング VFM

調整

調整

構成確定
素案①
（前編）

素案②
（後編）

パブコメ
パブコメ
対応

答申
パブコメ案
作成
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推進本部および整備委員会の議題案

• 全５回の開催を予定。

• 第２回、３回は検討内容の確認・協議が主。第４回は基本計画パブコメ案の確認、第５回は答申。

実施時期 整備委員会の内容案 資料

回数 整備委員会 議題案 概要

第１回 ４月５日 基本構想の振り返り 基本構想で定めた内容の復習 基本構想概要版

基本計画のゴール 基本計画で定める事項を説明 検討事項の一覧

整備委員会各回の議題案 全5回の実施時期と議題案を説明 議題案一覧

市民対話の方針 市民対話の目的、時期、方法 市民対話企画案

第２回 （仮）６月中 導入機能の整理 導入機能の概要説明 説明資料

施設規模の設定 施設規模の設定と根拠の説明 規模算定資料

事業手法の抽出 検討対象とする事業手法の説明 事業手法一覧

市民対話結果速報 実施内容、来場者数など速報の説明 説明資料

第３回 （仮）９月下旬 施設計画 配置計画、モデルプランの説明 図面

概算 整備費、維持管理運営費の概算報告 概算説明資料

事業者ヒアリングの結果 ヒアリング結果の報告 説明資料

事業手法の評価 定性評価と定量評価（速報値）の説明 説明資料

第４回 （仮）12月上旬 パブコメ案の確認 パブコメ案の確認 基本計画パブコメ案

第５回 （仮）３月上旬 答申 基本計画の答申 答申書
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市民対話の方針

• 【仮称】鎌倉市役所オープンデーと称して、市庁舎の深沢移転後の、現在地のより良い利活用提案を市民に体験
してもらうイベントを市役所で開催する。

• 併せて、市庁舎現在地利活用基本計画の策定に向けた市民アンケート、市民対話の実施を行うことで、取組に対
する市民の理解を深めていく。

（【仮称】鎌倉市役所オープンデー）

（市民対話） ※検討中の内容を含む

■タイトル
市庁舎現在地からはじまる「わたしたち（市民）
の居場所」づくり

■市民対話プログラムの目標
１．未来の現在地の１階や広場で過ごす市民
の姿（こうありたいというかたち）を想像・創造
する

２．公共機能の融合によって市民ができること、
市民ができたらいいこと（機能・サービス・体
験）を考える

■プログラム
・2種類のワークショップ
ゲスト講師による講話、体験型のワークショップ
・アンケート聴取（会場全体を想定）


